
坪
谷
善
四
郎
書
翰
･
日
記
に
み
る
一
八
九
四
年
東
京
地
震
･
一
八
九
五
年
茨
城
県
南
部
の
地
震

矢

田

俊

文

本
稿
の
目
的
は
､
坪
谷
善
四
郎
が
田
巻
三
郎
兵
衛
に
宛
て
た
番
翰
と
坪
谷
斉
四
郎
日
記
に

記
さ
れ
た
一
八
九
四
年
明
治
東
京
地
靡
･
一
八
九
五
年
茨
城
県
南
部
の
地
膚
記
事
を
紹
介
す

る
こ
と
に
あ
る
｡

一
八
九
四
年
明
治
東
京
地
廣
二
八
九
五
年
茨
城
県
南
部
の
地
膚
記
事
が
記
さ
れ
る
田
巻
T
⊥

三
郎
兵
衛
宛
坪
谷
幸
四
郎
番
翰
は
､
新
潟
大
学
附
属
図
書
館
の
本
田
巻
家
文
番
の
中
に
あ
る
｡

地
震
記
事
が
記
さ
れ
た
田
巻
三
郎
兵
衛
宛
坪
谷
善
四
郎
番
翰
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
｡

(
史
料
1
)

(
封
筒
)
｢
越
後
南
蒲
原
那
田
上
柑

田
巻
三
郎
兵
衛
様

平
安
侍
史
　
　
｣

(
封
筒
襲
)

｢
東
京
牛
込
区
矢
来
町
四
丁

坪
谷
善
四
郎

｣

謹
啓
､
益
御
壮
栄
､
奉
賀
上
候
､

当
方
一
同
無
事
消
光
罷
在
候
条
､
御
休
神
願
上
候
､

去
ル
十
八
日
夜
十
一
時
頃
之
地
廣
ハ
､
柵
ヤ
強
廣
二
有
之
候
へ
共
､
昨
年
六
月
之
地
膚
二

小
生
力
一
〆
テ
ハ

比
ス
レ
バ
甚
ど
軽
少
ニ
テ
実
ハ
差
シ
タ
ル
事
モ
無
之
候
ト
存
ジ
〇
一
同
戸
外
二
田
デ
タ
ル

者
ナ
キ
位
二
候
処
､
新
聞
紙
記
事
之
仰
山
ナ
ル
為
ニ
､
意
外
二
御
痛
心
相
煩
ハ
シ
､
恐
縮

千
万
､
幸
二
何
事
モ
ナ
ク
候
条
､
御
安
心
願
上
候
､
元
来
燐
寸
箱
ノ
如
キ
家
屋
二
候
へ
バ
､

演
レ
候
テ
モ
差
シ
タ
ル
事
ハ
有
之
間
数
候
へ
共
､
元
来
山
ノ
手
ノ
不
便
ナ
ル
代
リ
ニ
ハ
､

イ
ツ
モ
地
震
ト
火
事
ノ
災
害
少
ナ
キ
ハ
一
得
二
候
条
､
御
一
笑
被
成
下
度
候
､
乍
末
御

酒
堂
様
へ
宜
敷
御
附
督
願
上
候
､
敬
具
､

一
月廿
一
日
　
　
坪
谷
善
四
郎

田
巻
三
郎
兵
衛
様
貴
下

史
料
1
の
封
筒
に
は
消
印
が
二
つ
捺
さ
れ
て
い
る
｡
東
京
の
消
印
は
全
文
が
読
め
な
い
が
､

も
う
一
つ
の
消
印
に
は
､
｢
越
後
田
上
廿
八
年
一
月
二
十
六
日
口
便
｣
と
あ
る
｡
こ
の
消
印
か

ら
､
史
料
1
は
明
治
二
十
八
年
に
出
さ
れ
た
書
翰
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
｡

史
料
1
に
よ
れ
ば
､
明
治
二
十
八
年
一
月
十
八
日
夜
十
一
時
頃
地
震
が
起
こ
っ
た
と
あ
る
｡

こ
の
地
震
の
震
央
は
茨
城
県
南
部
で
､
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
七
二
一
で
あ
っ
た
｡
史
料
1
に

は
､
明
治
二
十
七
年
六
月
の
地
震
の
こ
と
も
書
か
れ
て
い
る
｡
こ
の
明
治
二
十
七
年
六
月
の

地
震
は
､
明
治
東
京
地
震
と
呼
ば
れ
る
地
震
で
､
震
央
は
現
在
の
東
京
都
東
部
で
､
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
は
七
･
〇
で
あ
っ
た
｡

こ
の
二
つ
の
地
震
に
つ
い
て
は
坪
谷
善
四
郎
の
日
記
に
も
記
さ
れ
て
い
る
｡
日
記
は
､
新

潟
県
加
茂
市
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
｡
次
の
史
料
2
･
3
は
､
地
震
が
記
さ
れ
る
日
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付
の
日
記
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
O
史
料
2
･
3
は
､
と
も
に
金
原
版
当
用
日
記
を
使
用

し
て
書
か
れ
て
い
る
｡

(史
料
2
)
○
明
治
二
十
七
年
六
月
二
十
日
水
曜

博
文
館
出
勤

(た
ま
た
よ
▼

此
日
､
午
後
二
時
五
分
､
東
京
大
地
震
'
当
時
会
タ

マ
内
外
通
信
社
用
ノ
為

ニ
､
ル
ー

タ
ー
電
信
会
社
手
代
松
井
吾
郎

･
竹
村
良
貞
ノ
二
氏
卜
共

ニ
､
京
橋
南
鍋
町
之
柳
通
り

三
階
楼
上

ニ
ア
リ
､

(史
料
3
)
○
明
治
二
十
八
年

1
月
十
八
日
金
曜

博
文
館
及
通
信
社
出
勤

此
夜
､
十
時
五
十
分
'
大
地
震
､
死
傷
ア
リ

史
料
2
に
よ
る
と
､
明
治
二
十
七
年
六
月
の
地
震
は
六
月
二
十
日
午
後
二
時
五
分
に
起
こ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
｡
筆
者
の
坪
谷
は
､
こ
の
地
震
を
仕
事
中
､
京
橋
南
鍋
町
柳
通
り

(現

在
の
銀
座
柳
通
り
)
で
体
験
し
て
い
る
｡
史
料
3
に
よ
る
と
'
明
治
二
十
八
年

1
月
十
八
日

の
地
震
は
夜
十
時
五
十
分
に
起
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
｡

坪
谷
は
､
封
筒
に
あ
る
よ
う
に
東
京
市
牛
込
区
矢
来
町
四
丁
に
住
ん
で
い
た
｡
名
宛
人
の

田
巻
三
郎
兵
衛
は
､
新
潟
県
南
蒲
原
郡
田
上
町
田
上
の
千
町
歩
地
主
本
田
巻
家
の
当
主
で

(c･).)

あ
る
｡
坪
谷
善
四
郎
は
､
文
久
二
年

(
一
八
六
二
)
二
月
二
十
六
日
､
狭
口
村

(現
新
潟
県

(3)

加
茂
市
)
に
生
ま
れ
て
い
る
｡
よ
っ
て
､
田
巻
三
郎
兵
衛
と
坪
谷
善
四
郎
は
隣
町
同
士
の
関

係
で
あ
っ
た
｡

坪
谷
は
､
明
治
十
九
年

一
月
､
東
京
専
門
学
校
に
入
り
､
明
治
二
十

f
年
三
月
よ
り
同
校

に
在
学
の
ま
ま
､
博
文
館
の
社
員
と
な
っ
て
い
る
｡
博
文
館
は
新
潟
県
長
岡
生
ま
れ
の
大
橋

(Il)

佐
平
が
明
治
二
十
年
に
起
こ
し
た
会
社
で
あ
る
｡
坪
谷
は
明
治
二
十

一
年
十

一
月
に
は
､
家

を
東
京
市
牛
込
区
矢
来
町
四
番
地
に
借
り
､
明
治
二
十
七
年
に
は
､
そ
の
年
､
大
橋
佐
平
が

(5)

創
立
し
た
内
外
通
信
社
主
幹
も
兼
ね
て
い
る
｡
こ
の
年
､
坪
谷
は
三
十
三
才
で
あ
っ
た
｡

明
治
二
十
八
年

i
月
十
八
日
地
震
の
三
日
後
､
坪
谷
は
史
料
1
を
書
い
た
O
そ
こ
に
は
､

明
治
二
十
七
年
六
月
の
東
京
地
震
と
明
治
二
十
八
年

一
月
の
地
震
が
比
較
さ
れ
て
記
さ
れ
て

い
る
｡
東
京
で
二
つ
の
地
震
を
体
験
し
た
坪
谷
は
､
明
治
二
十
八
年

1
月
の
地
震
は
､
や
や

強
震
で
あ
っ
た
が
､
昨
年
明
治
二
十
七
年
六
月
の
地
震
と
比
べ
れ
ば
軽
少
で
､
戸
外

へ
出
た

も
の
も
い
な
い
く
ら
い
で
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
｡

以
上
が
坪
谷
善
四
郎
の
書
翰
と
日
記
に
記
さ
れ
た

一
八
九
四
年
明
治
東
京
地
震

二

八
九

五
年
茨
城
県
南
部
の
地
震
記
事
の
紹
介
で
あ
る
｡
最
後
に
史
料
1
-
3
に
よ
り
明
ら
か
に
な

っ
た
こ
と
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
｡

①

明
治
二
十
七
年
六
月
二
十
日
の
地
震
は
､
午
後
二
時
五
分
に
起
き
た
｡

②

明
治
二
十
八
年

一
月
十
八
日
の
地
震
は
､
夜
十
時
五
十
分
に
起
き
た
｡

③

明
治
二
十
七
年
六
月
二
十
日
と
明
治
二
十
八
年

一
月
十
八
日
の
二
つ
の
地
震
を
東

京
で
体
験
し
た
坪
谷
幸
四
郎
は
､
明
治
二
十
八
年

1
月
十
八
日
の
地
震
は
､
や
や
強

震
で
あ
っ
た
が
､
明
治
二
十
七
年
六
月
の
地
震
と
比
べ
れ
ば
軽
少
で
あ
っ
た
と
感
じ

て
い
た
｡

本
稿
で
紹
介
し
た
坪
谷
善
四
郎
の
日
記
に
記
さ
れ
た

1
八
九
四
年
明
治
東
京
地
震

二

八

九
五
年
茨
城
県
南
部
の
地
震
記
事
は
史
料
2
と
3
の
程
度
で
あ
る
｡
し
か
し
､

一
九
二
三
年

の
関
東
大
震
災
に
つ
い
て
書
い
た
坪
谷
の
記
録
は
た
い
へ
ん
多
い
｡
記
事
の
多
さ
は
､
関
東

大
震
災
の
被
害
の
大
き
さ
だ
け
で
は
な
く
､
坪
谷
の
活
動
範
囲
が
広
が
り
震
災
復
興
に
た
ず

さ
わ
っ
た
こ
と
と
関
係
す
る
｡
関
東
大
震
災
復
興
の
た
め
の
坪
谷
の
活
動
は

『
水
哉
坪
谷
幸

(6)

四
郎
先
生
伝
』
に
記
さ
れ
て
い
る
が
､
あ
ら
た
め
て
坪
谷
の
日
記
か
ら
明
ら
か
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
｡
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(註
)(1
)
新
潟
大
学
附
属
図
書
館
本
田
巻
家
文
番

(壌
埋
番
号
M
4
-
3
1
4
)O
史
料
I
は
､

二
〇
〇
六
年
度
の
古
文
番
実
習
で
本
田
巻
家
文
番
を
整
理
し
て
い
る
際
に
私
が
地
膚
史

料
の
研
究
を
し
て
い
る
こ
と
を
知

っ
て
い
る
人
文
学
部
三
回
生
学
生
浅
野
重
率
君
が
見

つ
け
て
く
れ
た
も
の
で
あ
る
｡
史
料
-
･
2
･
3
の
翻
刻
に
当
た
っ
て
は
､
構
目
敏
麿

･

原
直
史
氏
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
｡
史
料
の
傍
注
は
矢
田
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
｡

(2
)
本
田
巻
家
に
つ
い
て
は
､
『
千
町
歩
地
主
田
巻
家
の
構
成
』
頗
政
調
査
会
､

1
九
六

三
年
を
参
照
さ
れ
た
い
｡

(3
)
坪
谷
善
四
郎
の
履
歴
に
つ
い
て
は
､
す
べ
て
加
茂
町
立
図
書
館
講
演
会
編

『
水
哉

坪
谷
善
四
郎
先
生
伝
』
､
博
文
館
､

!
九
二
八
年
に
拠
っ
て
い
る
｡

(4
)
大
橋
佐
平
に
つ
い
て
は
､
稲
川
明
雄

『竃
の
如
く

出
版
王
大
橋
俊
平
の
生
涯
』
博

文
館
新
社
､
二
〇
〇
五
年
を
参
照
さ
れ
た
い
｡

(5
)
坪
谷
善
四
郎

『
大
橋
佐
平
翁
伝
』
二

九
七
四
年
､
栗
田
出
版
社
'
初
版
は

一
九
三

二
年
)
に
よ
る
と
､
内
外
通
信
社
は
明
治
二
十
七
年
五
月
五
目
､
京
橋
区
南
鍋
町

一
丁

目

7
番
地
に
設
置
さ
れ
た
｡
史
料
2
の
竹
村
良
員
は
当
時
は
内
外
通
信
社
社
員
a

(6
)
坪
谷
の
活
動
は
､
坪
谷
蓉
四
郎

｢大
橋
図
番
館
の
焼
失
｣
(『
図
番
館
雑
誌
』
五
四

号

､

一
九
二
三
年
)
に
も
記
さ
れ
て
い
る
｡

14




